
　本書は，地域社会の維持に必要な公共サービス
である上下水道，電力，鉄道，空港などを対象に，
主にイギリスの事例と比較を行い，民営化と規制
緩和の影響や官民連携を考察したものである。
　日本の鉄道は，2000 年の規制緩和以降 2023
年４月までに 46 路線，総延長 1,100km 超の路
線が廃止された。地方では，人口減少や少子化の
影響による利用者の減少や運転士不足といった複
合的な要因からサービス水準が低下し，ますます
利用離れを招く負のスパイラルに陥っており，地
域鉄道事業者の大半が赤字である。2007 年の活
性化再生法策定以降，各地で様々な相互連携が進
められているが，地域にあった交通サービスの再
構築が必要である。イギリスでは鉄道改革で上下
分離による競争を促進したが，施設に対する投資
不足，フランチャイズの経営難などが発生し，鉄道
事業の運営を政府所有の企業 GBR に移行させる
方針が示された。GBR が鉄道施設を保有し，運
賃やダイヤなどを決定するが，運行業務は民間事
業者に委託することになり，日本と同様に地域の
主体的なかかわりが重要性を帯びている。�（古森）

　本書は，1924 年に豊橋電気軌道として産声を
あげた豊橋鉄道が 100 周年記念事業の一環とし
てまとめた年史である。かつての年史に『豊橋鉄
道 50 年史』（1974 年，資料室所蔵）があるが，本
書には創業当初からの業績が簡潔に記されている。
　本文には，戦中戦後の苦難を乗り越えた姿や，
鉄道・バス事業および宅地開発や観光事業などに
よる東三河地域経済への貢献，少子高齢化や人口
減少の課題に周辺地域と連携して対応し，交通を
通じて持続可能な未来を目指す取り組みが描かれ
ている。座談会において社員たちが 100 年先の
豊鉄グループを生き生きと語る様子は象徴的だ。
また，「資料編」では本文で記せなかった内容を
年表で補足し，『50 年史』にはない創業当時か
らの財務関係資料や車両の変遷も掲載している。
　最後に，このコーナーをご覧になった同社から
本書を寄贈していただいたことに深い感謝の念を
お伝えしたい。また，当資料室が地域別に並べた
他の交通企業史とともにご覧いただくことで，本
書の編集後記にあるように「地域交通史の考察が
ますます深まる」ならば幸いである。� （田邊）
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